



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































元文４ ７月 日仲右衛門・権左衛門・杢左衛門・吉左衛門、奉加銀を上納 諸国所 遣書状留
元文５ 下甑島瀬々野浦の裕安の子息教俊に木仏本尊を下付 一向宗禁制甑島関係史料
元文５ ６月 日甑嶋竹中笹右衛門に上納金御印書を下付 諸国所 遣書状留
元文６ ６月１日上甑嶋廿三座講・下甑嶋廿一座講に上納金御印書下付 諸国所 遣書状留
寛保４ ７月上甑嶋廿三座講に六字名号添状を下付 諸国所 遣書状留
延享１ 下甑島竹中笹右衛門実弟竹中庄助・同所戸川長太夫、親鸞御影下付を願出 一向宗禁制甑島関係史料
延享３ ３月 日正光寺門徒日向国中村弥三右衛門、教順・教善永代供養 諸国所 遣書状留




宝暦６ ７月 日薩州多葉粉講中、国分多葉粉 斤を献上 長御殿御日次帳
宝暦７ 月９日薩州同行中、西本願寺参詣 長御殿御日次帳
宝暦８ ４月 日上・下甑嶋門徒中惣代七兵衛、西本願寺参詣 長御殿御日次帳
宝暦８ ７月 日薩州九谷彦右衛門、御剃刀御免 長御殿御日次帳
宝暦８ ７月 日大坂浄徳寺、薩州御煙草講中へ御名（名号か）を送付 吹上町福伝寺蔵
宝暦８ 下甑島竹中笹右衛門、上京 一向宗禁制甑島関係史料
宝暦９ 閏７月 日薩州御煙草講中 人、本山参詣 御堂日記
宝暦９ ８月１日薩州御煙草講中、本山参詣 御堂日記・長御殿御日次記
宝暦９ ８月 日薩州廿八日講中（取次西教寺）に寄講結成御印書を下付 御堂日記
宝暦９ ８月 日薩州新助、御剃刀頂戴願出 御堂日記
宝暦９ ８月 日薩州新助、御剃刀御免 御堂日記
宝暦９ ９月５日御鏡講廿八日講（取次大坂善宗寺）に寄講結成御印書を下付 諸国所 遣書状留
宝暦９ ９月 日御鏡講廿八日講に講名変更（本山御鏡講）指示の書状 諸国所 遣書状留
宝暦 ４月 日薩州久志廿八日講四講中に親鸞御名を下付 藤等影 薩藩と真宗
宝暦 ５月５日串木野・嶋平・日置山田沈香講惣代伝六・市兵衛、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ５月７日串木野・嶋平・日置山田沈香講結成御印書を下付 諸国所 遣書状留
宝暦 ６月 日上下甑嶋同行中惣代江口次郎右衛門、本山参詣 御殿御日次帳
番号 西暦 年号 項 目 典 拠
宝暦 ６月 日薩州仲右衛門、本山参詣 長御殿御日次帳










宝暦 ２月 日薩州御花講、本山参詣 長御殿御日次帳






























宝暦 ７月 日薩州沈香講惣代善助・新左衛門、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ９月 日薩州御煙草講、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ４月 日薩州薩摩郡川内村・高城村十八日講結成 諸国所 遣書状留















宝暦 １月 日薩州御鏡講、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ６月６日薩州焼香講惣代与右衛門 作兵衛、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ６月 日薩州御煙草講中、本山参詣 長御殿御日次帳
宝暦 ６月 日薩州吉水伝右衛門、御剃刀御免 長御殿御日次帳
明和１ ７月６日薩州御影供講中、本山参詣 長御殿御日次帳
明和１ ８月 日入来武兵治、大貫香・泡盛を献上 長御殿御日次帳









番号 西暦 年号 項 目 典 拠
明和２ ３月 日中村宇兵衛、御剃刀御免 長御殿御日次帳















明和２ ７月 日薩州庄内御焼香講中、本山参詣 長御殿御日次帳
明和２ ８月 日薩州永吉廿三日講の三右衛門、本山参詣 長御殿御日次帳




























明和３ 月 日薩州御煙草講中惣代３人、本山参詣 長御殿御日次帳












明和４ ７月 日薩州串木野沈香講中惣代吉右衛門、本山参詣 長御殿御日次帳
明和４ ８月７日薩州庄内御焼香講中惣代４人、本山参詣 長御殿御日次帳






一向宗禁制甑島関係史料 は 日本庶民生活資料集成 第 巻所収。 近世御仕置集成 は小寺鉄之

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































講 名 初 見 年 次 西 暦 史 料 講 名 録
薩州内場御煙草講 元禄７年 １６９４ 御講仏御示談簿部分 文政６年３月 日
甑島廿四座講 元文６年６月１日 １７４１ 諸国所 遣書状留 無
薩州廿八日講 宝暦９年８月 日 １７５９ 御堂日記 宝暦９年９月５日
薩州御鏡講 宝暦９年９月５日 １７５９ 諸国所 遣書状留 宝暦９年９月５日
沈香講 宝暦 年５月５日 １７６０ 長御殿御日次帳 明和３年６月 日
薩州御花講 宝暦 年２月 日 １７６１ 長御殿御日次帳 文政６年８月 日
薩州十八日講 宝暦 年４月 日 １７６３ 諸国所 遣書状留 明和元年７月 日
薩州焼香講 宝暦 年６月６日 １７６４ 長御殿御日次帳 明和２年７月 日
薩州御影供講 明和１年７月６日 １７６４ 長御殿御日次帳 宝暦９年７月 日
薩州蝋燭講 明和１年 月 日 １７６４ 長御殿御日次帳 明和３年７月 日
薩州永吉廿三日講 明和２年８月 日 １７６５ 長御殿御日次帳 無
薩州鹿篭十八日講 明和２年 月６日 １７６５ 諸国所 遣書状留 無
薩州廿五日講 明和２年 月 日 １７６５ 長御殿御日次帳 無
薩州内場仏飯講 明和３年 １７６６ 近世御仕置集成 無
こ
れ
ら
の
講
も
、
各
番
号
の
年
月
日
に
は
既
に
講
と
し
て
結
成
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
念
の
た
め
、
各
講
の
史
料
的
初
見
と
講
名
録
坤
財
務
局
に
記
述
さ
れ
た
講
結
成
の
年
月
日
を
表
と
し
て
纏
め
て
お
く
。
と
こ
ろ
で
、
千
葉
乗
隆
氏
が
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
講
名
を
免
許
さ
れ
た
と
い
う
焼
香
講
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
こ
う
。
実
は
千
葉
乗
隆
氏
は
明
和
二
年
と
す
る
焼
香
講
結
成
時
期
の
史
料
的
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。
表
の
講
名
録
坤
財
務
局
で
は
結
成
時
期
は
明
和
二
酉
年
七
月
十
二
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
乗
隆
氏
は
長
期
に
亘
っ
て
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
所
長
を
務
め
て
い
た
か
ら
、
保
管
史
料
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
最
も
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。
推
察
す
る
に
講
名
録
坤
財
務
局
の
記
事
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
注
目
さ
れ
る
の
が
先
の
表
年
表
の
番
号
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
七
月
一
二
日
付
の
記
事
で
、
こ
の
日
、
薩
州
庄
内
御
焼
香
講
中
が
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
講
名
使
用
が
申
請
さ
れ
、
直
ち
に
許
可
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
然
、
千
葉
乗
隆
氏
は
こ
の
日
記
の
記
事
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
講
名
録
坤
財
務
局
に
い
う
焼
香
講
の
明
和
二
酉
年
七
月
十
二
日
講
名
許
可
は
間
違
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
は
、
そ
の
前
年
、
す
な
わ
ち
番
号
長
御
殿
御
日
次
帳
宝
暦
一
四
（
一
七
六
四
）
年
六
月
六
日
に
、
大
進
宰
相
六
日
主
殿
帯
刀
薩
州
一
白
御
書
院
御
礼
焼
香
講
中
惣
代
与
右
衛
門
作
兵
衛
披
露宰
相
と
い
う
よ
う
に
焼
香
講
の
惣
代
与
右
衛
門
と
作
兵
衛
の
二
人
が
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
千
葉
乗
隆
氏
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
今
と
な
っ
て
は
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
が
、
薩
摩
門
徒
が
自
ら
の
信
仰
集
団
に
講
名
を
付
け
、
後
日
あ
る
い
は
後
年
、
西
本
願
寺
参
詣
の
折
り
に
、
そ
の
講
名
使
用
を
西
本
願
寺
に
申
請
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
但
し
、
取
次
寺
が
介
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
薩
摩
門
徒
の
活
動
は
宝
暦
期
か
ら
俄
然
活
発
化
の
傾
向
を
強
め
る
と
同
時
に
、
各
地
域
に
は
信
者
の
寄
合
組
織
で
あ
る
講
も
盛
ん
に
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
末
に
向
け
て
数
多
く
の
講
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
早
期
の
講
の
結
成
時
期
に
つ
い
て
は
判
明
し
て
い
な
い
場
合
の
ほ
う
が
か
な
り
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
一
連
の
日
記
類
や
諸
国
所
遣
書
状
留
の
記
録
の
分
析
、
あ
る
い
は
講
名
録
坤
財
務
局
と
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
講
の
結
成
時
期
や
そ
の
経
過
を
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
講
結
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
坂
の
真
宗
寺
院
を
取
次
寺
に
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
薩
摩
門
徒
と
大
坂
の
真
宗
寺
院
と
の
関
係
構
築
に
つ
い
て
は
別
稿
（
）に
て
論
及
し
た
こ
と
あ
る
が
、
こ
の
問
題
も
含
め
、
次
に
講
結
成
の
地
域
的
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
四
講
結
成
の
地
域
的
特
性
講
が
盛
ん
に
結
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
浄
土
真
宗
を
奉
じ
る
信
者
の
同
朋
意
識
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
信
仰
露
顕
を
防
止
す
る
上
で
信
者
同
士
の
連
係
・
連
帯
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
藩
の
取
締
役
人
が
秘
か
に
潜
入
し
て
も
、
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
て
、
法
難
の
拡
大
を
最
小
限
に
止
め
る
と
い
う
点
で
も
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
っ
ぽ
う
で
は
、
講
仲
間
の
密
告
に
よ
る
一
網
打
尽
と
い
う
危
険
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
講
結
成
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
取
次
寺
や
西
本
願
寺
と
の
交
流
に
は
多
額
の
出
費
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
講
は
法
座
に
不
可
欠
な
本
尊
や
聖
教
類
あ
る
い
は
仏
具
な
ど
、
取
次
寺
を
介
し
て
西
本
願
寺
か
ら
入
手
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
多
額
の
懇
志
上
納
が
必
要
で
、
そ
の
額
は
小
信
仰
集
団
だ
け
で
は
到
底
負
担
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
数
ヶ
村
に
わ
た
る
講
結
成
に
よ
っ
て
信
者
個
々
人
の
出
費
軽
減
を
計
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
度
御
影
頂
戴
ニ
付
、
為
冥
加
金
子
拾
五
両
被
差
上
之
、
則
及
披
露
候
、
弥
無
退
転
御
馳
走
可
被
申
上
旨
被
仰
出
候
也
閏
四
月
八
日
主
殿
中
野
村
惣
代
忠
五
右
衛
門
殿
右
は
番
号
諸
国
所
遣
書
状
留
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
閏
四
月
八
日
付
の
記
録
で
あ
る
。
西
本
願
寺
か
ら
御
影
が
下
さ
れ
た
冥
加
金
す
な
わ
ち
献
上
金
と
し
て
中
野
村
惣
代
忠
五
右
衛
門
は
金
子
一
五
両
を
上
納
し
た
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
御
影
が
親
鸞
な
の
か
蓮
如
な
の
か
が
不
明
で
、
し
か
も
中
野
村
惣
代
忠
五
右
衛
門
の
正
体
も
判
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
表
の
年
表
に
は
採
用
し
て
い
な
い
が
、
明
和
元
甲
申
年
ヨ
リ
三
丙
戌
年
マ
テ
の
書
状
を
写
し
留
め
た
諸
国
所
遣
書
状
留
に
、
祖
師
御
影
被
願
上
及
言
上
候
処
、
則
被
成
御
免
候
間
難
有
安
置
可
有
之
候
、
尤
右
為
冥
加
金
子
拾
五
両
被
差
上
遂
披
露
候
処
、
弥
無
退
転
御
馳
走
可
被
申
上
旨
被
仰
出
候
、
不
宣
宝
暦
十
二
年
午
年
主
殿
閏
四
月
七
日
上
甑
嶋
廿
三
座
講
中
野
村
惣
代
仲
五
右
衛
門
殿
と
あ
っ
て
、
先
の
御
影
が
親
鸞
御
影
で
あ
っ
た
こ
と
、
仲
（
忠
）
五
右
衛
門
が
上
甑
島
廿
三
座
講
中
野
村
の
惣
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
何
故
、
年
次
が
異
な
る
諸
国
所
遣
書
状
留
に
ほ
ぼ
同
様
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
も
日
付
が
一
日
違
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
奇
異
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
親
鸞
御
影
を
入
手
す
る
の
に
西
本
願
寺
へ
一
五
両
も
の
懇
志
を
献
上
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
仲
（
忠
）
五
右
衛
門
の
個
人
的
寄
進
だ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
仲
（
忠
）
五
右
衛
門
が
惣
代
を
務
め
る
廿
三
座
講
中
野
村
の
信
者
た
ち
に
よ
る
合
力
で
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
一
五
両
が
中
野
村
の
門
徒
た
ち
に
と
っ
て
如
何
に
負
担
に
な
っ
て
い
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
番
号
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
一
月
六
日
、
薩
州
御
煙
草
講
と
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
に
や
は
り
親
鸞
御
影
が
西
本
願
寺
よ
り
下
さ
れ
た
。今
度
祖
師
御
影
被
願
上
及
言
上
候
処
、
則
被
成
御
免
候
間
難
有
安
置
可
有
之
候
、
尤
右
為
冥
加
金
子
弐
拾
両
被
差
上
之
、
内
八
両
此
度
上
納
、
残
拾
弐
両
追
可
被
差
上
旨
遂
披
露
候
処
、
弥
無
退
転
御
馳
走
可
被
申
上
旨
被
仰
出
候
、
不
宣
十
月
六
日
主
殿
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
中
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
が
親
鸞
御
影
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
許
可
が
出
て
、
そ
の
冥
加
金
す
な
わ
ち
懇
志
二
両
の
内
、
取
り
敢
え
ず
八
両
を
献
上
し
、
残
り
の
一
二
両
は
次
の
機
会
に
献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
西
本
願
寺
を
参
詣
し
た
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
の
講
衆
は
お
そ
ら
く
八
両
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
先
の
廿
三
座
講
中
野
村
の
場
合
、
冥
加
金
は
一
五
両
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
二
両
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
薩
州
御
煙
草
講
の
場
合
は
、
今
度
被
成
御
免
候
御
開
山
様
御
影
、
為
冥
加
金
子
弐
拾
両
被
差
上
之
、
此
度
拾
両
上
納
、
残
金
拾
両
之
義
追
可
被
差
上
旨
得
其
意
存
候
、
無
油
断
御
馳
走
可
被
申
上
候
、
不
宣
十
月
六
日
主
殿
薩
州
御
煙
草
講
中
と
い
う
よ
う
に
、
一
両
を
先
納
し
、
残
金
一
両
は
次
の
機
会
と
い
う
。
合
わ
せ
て
二
両
で
あ
る
。
同
じ
親
鸞
御
影
で
あ
っ
て
も
、
上
甑
島
廿
三
座
講
は
一
五
両
で
、
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
と
薩
州
御
煙
草
講
の
場
合
は
二
両
と
い
う
。
ど
う
や
ら
西
本
願
寺
は
、
講
に
よ
っ
て
献
上
金
に
差
額
を
設
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
と
薩
州
御
煙
草
講
は
、
親
鸞
御
影
の
下
付
が
八
両
な
い
し
は
一
両
の
献
上
金
で
入
手
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
は
か
な
り
の
不
足
で
、
次
の
機
会
に
残
金
を
献
上
す
る
と
い
う
約
定
で
親
鸞
御
影
の
入
手
を
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
門
徒
の
結
束
・
連
帯
の
象
徴
と
し
て
、
あ
る
い
は
信
仰
維
持
の
た
め
と
は
い
え
、
こ
れ
を
入
手
す
る
た
め
に
は
多
額
の
懇
志
が
必
要
で
、
そ
の
額
は
信
者
個
々
人
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
り
、
多
く
の
信
者
が
寄
り
合
う
講
を
結
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
の
負
担
軽
減
を
計
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
信
者
が
多
い
地
域
ほ
ど
講
の
結
成
時
期
が
早
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
推
測
が
成
立
す
る
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
講
結
成
に
は
別
の
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
表
の
年
表
か
ら
確
認
で
き
た
よ
う
に
、
薩
摩
門
徒
と
西
本
願
寺
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
宝
暦
期
か
ら
琉
球
に
浄
土
真
宗
が
定
着
す
る
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
ま
で
の
間
に
結
成
さ
れ
た
各
講
に
は
、
そ
の
所
在
地
に
特
定
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
各
講
の
所
在
地
の
確
認
作
業
を
通
し
て
特
定
の
共
通
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
甑
嶋
廿
四
座
講
の
所
在
地
は
言
う
ま
で
も
な
く
上
・
中
・
下
三
島
か
ら
な
る
甑
島
で
、
薩
摩
半
島
中
西
部
の
串
木
野
か
ら
お
よ
そ
四
キ
ロ
西
方
海
上
に
位
置
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
竹
中
笹
右
衛
門
を
中
心
と
し
て
元
文
年
間
に
廿
四
座
講
が
結
成
さ
れ
た
。
薩
州
内
場
御
煙
草
講
に
次
い
で
古
い
歴
史
を
有
す
る
講
で
あ
る
。
星
野
元
貞
氏
に
よ
れ
ば
安
永
一
（
一
七
八
一
）
年
下
甑
島
の
廿
四
座
講
は
講
名
を
灯
心
講
と
変
更
し
た
（
）、
と
い
う
。
事
実
、
薩
摩
国
諸
記
安
永
一
年
四
月
一
八
日
付
竹
中
笹
右
衛
門
宛
書
状
に
は
、
別
紙
一
札
令
披
見
候
、
然
祖
師
御
影
御
免
被
成
置
候
冥
加
、
例
年
之
通
金
弐
両
被
差
上
候
ニ
付
、
被
願
越
趣
を
以
御
印
書
宛
則
灯
心
講
被
成
下
候
（
以
下
略
）
と
あ
る
か
ら
、
同
年
の
四
月
一
八
日
付
で
西
本
願
寺
か
ら
講
名
変
更
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
講
名
変
更
を
取
次
い
だ
の
は
や
は
り
竹
中
笹
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
御
堂
日
記
安
永
一
（
一
七
八
一
）
年
四
月
一
七
日
付
に
、
一
大
御
所
様
白
御
書
院
御
出
座
午
刻
前
披
露
大
蔵
卿
頼
玉
御
盃
薩
州
上
下
青
銅
百
九
貫
五
百
文
余
甑
嶋竹
中
笹
右
衛
門
同
七
拾
弐
貫
百
文
余
并
同
行
中
と
い
う
よ
う
に
、
確
か
に
竹
中
笹
右
衛
門
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
講
名
変
更
を
申
請
し
た
竹
中
笹
右
衛
門
の
書
状
日
付
は
同
年
二
月
二
七
日
に
な
っ
て
お
り
、
薩
摩
国
諸
記
は
、
一
筆
啓
上
仕
候
、
益
御
機
嫌
能
可
被
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、
私
無
異
ニ
罷
過
申
候
、
然
去
子
年
講
中
初
穂
銀
并
別
紙
願
方
、
此
節
名
代
江
口
浅
右
衛
門
上
京
仕
候
、
無
調
法
者
ニ
御
座
候
間
、
万
端
首
尾
宜
相
済
候
様
御
下
知
奉
頼
候
、
随
軽
少
之
至
ニ
御
座
候
得
共
、
金
一
歩
進
上
之
仕
候
、
猶
奉
期
後
喜
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
二
月
廿
七
日
薩
州
下
甑
嶋
取
次
竹
中
笹
右
衛
門
下
間
大
弐
様
御
取
次
衆
中
と
写
し
留
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
下
甑
嶋
の
廿
四
座
講
衆
が
灯
心
講
と
い
う
講
名
へ
の
変
更
取
次
を
竹
中
笹
右
衛
門
に
依
頼
し
た
の
は
前
年
の
安
永
九
（
一
七
八
）
年
の
こ
と
で
、
了
承
し
た
竹
中
笹
右
衛
門
が
変
更
申
請
の
書
状
を
記
し
た
の
が
翌
安
永
一
年
二
月
二
七
日
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
書
状
を
西
本
願
寺
に
持
参
し
た
の
が
竹
中
笹
右
衛
門
の
名
代
江
口
浅
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
何
度
も
西
本
願
寺
を
参
詣
し
た
経
験
の
あ
る
竹
中
笹
右
衛
門
で
は
あ
っ
た
が
、
書
状
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
高
齢
に
達
し
て
い
た
た
め
上
京
叶
わ
ず
、
こ
の
度
は
江
口
浅
右
衛
門
に
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
江
口
浅
右
衛
門
は
、
長
御
殿
御
日
次
帳
に
よ
れ
ば
番
号
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
六
月
一
三
日
、
同
七
（
一
七
七
）
年
六
月
二
三
日
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
一
一
月
一
二
日
と
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
三
度
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
て
、
こ
の
内
、
明
和
二
年
は
竹
中
笹
右
衛
門
の
代
、
明
和
七
年
は
同
じ
く
取
立
、
安
永
三
年
は
自
身
惣
代
の
肩
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
竹
中
笹
右
衛
門
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、
竹
中
笹
右
衛
門
は
長
御
殿
御
日
次
帳
に
よ
れ
ば
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
七
月
二
四
・
二
五
日
、
さ
ら
に
御
堂
日
記
に
よ
れ
ば
安
永
九
（
一
七
八
）
年
八
月
二
三
日
に
も
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
こ
れ
も
江
口
浅
右
衛
門
が
代
参
し
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。
江
口
浅
右
衛
門
は
西
本
願
寺
参
詣
の
豊
富
な
経
験
者
と
し
て
、
甑
嶋
廿
四
座
講
と
西
本
願
寺
と
の
交
流
の
窓
口
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
江
口
浅
右
衛
門
の
頻
繁
な
西
本
願
寺
参
詣
は
、
こ
れ
を
た
ん
に
篤
信
者
と
い
う
理
由
だ
け
で
片
付
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
薩
摩
そ
れ
も
甑
島
と
京
都
と
の
頻
繁
な
往
来
は
、
そ
れ
が
可
能
な
条
件
が
江
口
浅
右
衛
門
に
は
備
わ
っ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
江
口
浅
右
衛
門
は
お
そ
ら
く
下
級
の
郷
士
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
彼
の
生
業
が
何
で
あ
っ
た
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、
薩
州
廿
八
日
講
は
前
節
の
藤
等
影
薩
藩
と
真
宗
掲
載
史
料
に
薩
州
久
志
二
十
八
日
講
四
講
中
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
久
志
村
を
中
心
に
坊
津
周
辺
の
泊
村
・
博
多
村
・
秋
目
村
の
四
ヶ
村
の
信
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
坊
津
は
古
く
か
ら
対
外
交
易
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
、
近
世
に
い
た
っ
て
も
中
国
と
の
密
貿
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
久
志
の
中
村
宇
兵
衛
は
何
度
も
薩
摩
・
琉
球
を
往
来
し
て
財
を
な
し
、
琉
球
に
浄
土
真
宗
を
最
初
に
伝
え
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
表
の
年
表
の
番
号
長
御
殿
御
日
次
帳
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
三
月
一
三
日
に
、
御
香
一
箱
薩
州
久
志
一
唐
製
朱
肉
一
箱
中
村
宇
兵
衛
国
分
多
葉
粉
一
箱
泡
盛
一
壺
方
金
三
百
疋
新
門
様
へ御
香
一
包
一
唐
扇
一
柄
右
同
人
方
金
百
疋
泡
盛
一
壺
右
同
所
一
方
金
三
百
疋
中
村
次
郎
左
衛
門
新
門
様
へ御
香
一
包
方
金
百
疋
椎
茸
一
箱
右
同
所
一
方
金
百
疋
関
弥
五
左
衛
門
新
門
様
へ椎
茸
一
箱
銀
子
一
両
右
之
通
献
上
之
と
い
う
よ
う
に
、
久
志
の
中
村
次
郎
左
衛
門
・
関
弥
五
左
衛
門
と
共
に
西
本
願
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
献
上
品
に
は
泡
盛
が
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
琉
球
と
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
中
村
次
郎
左
衛
門
は
宇
兵
衛
の
一
族
か
も
し
れ
な
い
し
、
関
弥
五
左
衛
門
個
人
は
と
も
か
く
、
関
姓
も
久
志
で
は
知
ら
れ
た
一
族
で
、
や
は
り
海
運
業
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
翌
々
一
五
日
、
宇
兵
衛
は
再
度
参
詣
し
て
御
剃
刀
御
免
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
、
法
名
も
付
与
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
三
人
が
必
ず
し
も
揃
っ
て
実
際
に
西
本
願
寺
を
参
詣
し
た
と
判
断
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
、先
の
甑
島
竹
中
笹
右
衛
門
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
中
村
宇
兵
衛
の
場
合
、
御
剃
刀
御
免
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
本
人
が
参
詣
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
久
志
に
は
浄
土
真
宗
の
信
者
で
海
運
業
に
従
事
す
る
者
が
存
在
し
、
琉
球
だ
け
で
な
く
京
都
へ
も
出
向
く
者
が
存
在
し
た
。
つ
ま
り
彼
ら
は
船
員
で
も
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
琉
球
側
の
史
料
に
も
そ
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
す
る
覚
六
百
卅
石
積
壱
艘
船
頭
久
志
之
長
左
衛
門
沖
船
頭
同
所
之
休
左
衛
門
右
ハ
、
当
年
琉
球
并
道
之
島
上
り
船
と
も
、
し
か
ト
上
着
不
致
候
故
、
其
元
当
秋
下
船
之
内
ニ
而
、
渡
唐
銀
積
船
無
之
候
。
右
御
銀
之
儀
ハ
、
別
而
は
や
く
其
元
江
到
来
無
之
候
得
ハ
、
御
用
差
支
御
銀
ニ
而
候
故
、
御
銀
船
調
方
吟
味
折
角
申
渡
候
処
、
右
船
漸
御
請
仕
候
ニ
付
而
、
其
段
申
上
候
得
ハ
、
当
秋
下
り
船
之
内
ト
御
銀
船
ニ
被
仰
付
候
旨
、
御
証
文
を
以
被
仰
渡
、
先
立
而
差
下
申
事
候
（
）
（
以
下
略
）
右
は
中
国
の
雍
正
五
年
す
な
わ
ち
享
保
一
二
（
一
七
二
七
）
年
一
月
四
日
付
の
史
料
で
、
琉
球
か
ら
御
用
船
が
戻
っ
て
来
な
い
の
で
、
中
国
交
易
に
必
要
な
渡
唐
銀
を
積
む
船
が
調
達
で
き
ず
、
漸
く
久
志
の
船
頭
長
左
衛
門
が
請
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
実
際
に
久
志
の
船
頭
長
左
衛
門
が
琉
球
に
渡
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
長
左
衛
門
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い
史
料
が
別
に
も
あ
る
。
口
上
覚
一
安
永
二
巳
年
、
薩
州
廿
八
日
講
惣
代
長
左
衛
門
、
同
十
八
日
講
今
改
御
幕
講
惣
代
儀
右
衛
門
上
京
仕
、
新
御
書
御
願
申
上
候
処
、
御
書
難
成
候
て
、
御
讃
付
御
名
号
両
講
一
幅
御
免
被
成
下
候
（
以
下
略
）
右
は
薩
摩
国
諸
記
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
八
月
付
で
薩
州
廿
八
日
講
の
取
次
寺
で
あ
る
大
坂
西
教
寺
か
ら
西
本
願
寺
に
出
さ
れ
た
口
上
覚
で
、
去
る
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
薩
州
廿
八
日
講
惣
代
の
長
左
衛
門
と
同
十
八
日
講
惣
代
の
儀
右
衛
門
が
西
本
願
寺
を
参
詣
し
、
讃
付
名
号
の
下
付
を
許
可
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
琉
球
へ
の
御
用
船
を
請
合
っ
た
先
の
久
志
の
船
頭
長
左
衛
門
と
右
の
薩
州
廿
八
日
講
惣
代
長
左
衛
門
と
は
年
代
的
に
四
六
年
間
も
の
懸
隔
が
あ
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
あ
る
い
は
薩
州
廿
八
日
講
惣
代
長
左
衛
門
は
二
代
目
か
三
代
目
と
い
う
見
方
も
十
分
に
成
立
す
る
。
何
故
な
ら
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
薩
州
廿
八
日
講
は
久
志
を
拠
点
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
久
志
に
は
同
一
人
物
で
な
か
っ
た
に
し
て
も
同
じ
一
族
内
の
者
が
琉
球
へ
渡
海
し
、
か
つ
西
本
願
寺
へ
も
参
詣
す
る
浄
土
真
宗
の
信
者
が
中
村
宇
兵
衛
の
他
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宇
兵
衛
や
長
左
衛
門
の
場
合
は
自
ら
の
所
有
船
で
大
坂
ま
で
航
行
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
竹
中
笹
右
衛
門
の
名
代
と
し
て
何
度
も
西
本
願
寺
を
参
詣
し
た
江
口
浅
右
衛
門
も
、
実
は
海
運
業
を
生
業
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
成
立
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
船
頭
で
は
な
い
に
し
て
も
、
水
夫
と
し
て
薩
摩
・
大
坂
を
往
来
す
る
運
送
船
の
船
員
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
頻
繁
な
西
本
願
寺
参
詣
も
合
理
的
に
説
明
が
つ
く
。
こ
の
他
、
薩
州
御
鏡
講
は
鹿
児
島
城
下
の
直
ぐ
南
に
位
置
す
る
塩
屋
・
谷
山
の
門
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
沈
香
講
・
蝋
燭
講
・
永
吉
廿
三
日
講
は
薩
摩
半
島
中
西
部
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
串
木
野
・
島
平
・
市
来
・
永
吉
地
域
の
信
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。ま
た
、
薩
州
鹿
篭
十
八
日
講
・
薩
州
御
影
供
講
（
御
影
講
）・
薩
州
御
煙
草
講
は
枕
崎
あ
た
り
が
所
在
地
で
あ
っ
た
。
薩
州
十
八
日
講
は
言
う
ま
で
も
な
く
川
内
・
高
城
が
拠
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宝
暦
期
以
降
に
結
成
さ
れ
た
講
の
多
く
は
、
薩
摩
半
島
の
西
端
部
・
南
端
部
と
い
う
海
沿
い
の
、
そ
れ
も
海
運
業
が
盛
ん
な
良
港
が
存
在
す
る
地
域
を
所
在
地
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
講
仏
を
入
手
す
る
た
め
、
遠
隔
の
地
で
あ
る
西
本
願
寺
ま
で
往
来
す
る
の
に
利
便
性
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
廻
船
を
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
し
か
も
そ
の
船
員
自
身
が
浄
土
真
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
取
締
の
盲
点
を
突
く
と
い
う
意
味
で
も
安
全
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宝
暦
期
か
ら
薩
摩
門
徒
と
西
本
願
寺
と
の
交
流
が
活
発
化
し
、
信
者
の
寄
合
組
織
で
あ
る
各
講
が
結
成
さ
れ
る
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
琉
球
に
浄
土
真
宗
が
伝
播
す
る
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
発
信
元
で
あ
る
薩
摩
に
お
い
て
如
何
な
る
門
徒
の
動
向
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
特
に
西
本
願
寺
と
の
交
流
に
焦
点
を
置
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
活
用
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
の
日
記
類
や
薩
摩
国
諸
記
以
前
の
諸
国
所
遣
書
状
留
に
写
し
留
め
ら
れ
た
薩
摩
関
連
の
史
料
、
そ
れ
も
浄
土
真
宗
の
琉
球
定
着
が
認
め
ら
れ
る
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
以
前
の
史
料
に
絞
っ
て
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
何
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
を
問
題
に
し
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
纏
め
よ
う
。
ま
ず
、
薩
摩
門
徒
の
活
動
が
活
発
に
な
る
の
は
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
頃
か
ら
で
、
以
後
は
連
年
、
し
か
も
年
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
西
本
願
寺
を
参
詣
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
甑
嶋
の
門
徒
の
活
動
が
先
行
し
て
い
た
が
、
薩
摩
国
全
域
的
に
は
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
か
ら
本
格
的
に
な
っ
て
く
る
。
先
行
研
究
で
は
、
薩
摩
門
徒
の
活
動
が
活
発
化
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
こ
の
時
期
か
ら
本
格
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
、
と
い
う
次
の
疑
問
が
惹
起
し
て
く
る
。
次
に
、
薩
摩
門
徒
の
活
動
は
講
結
成
と
連
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
各
講
の
結
成
時
期
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
よ
り
更
に
進
め
て
、
よ
り
明
確
に
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
甑
島
廿
四
座
講
は
元
文
の
頃
に
結
成
さ
れ
た
と
い
う
従
来
の
見
解
を
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
薩
州
廿
八
日
講
や
御
鏡
講
・
沈
香
講
や
川
内
・
高
城
十
八
日
講
あ
る
い
は
薩
州
永
吉
廿
三
日
講
の
場
合
は
結
成
時
期
を
明
確
に
示
す
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
信
仰
の
場
で
あ
る
法
座
に
は
本
尊
や
聖
教
類
・
仏
具
な
ど
が
必
要
不
可
欠
で
、
こ
れ
を
西
本
願
寺
か
ら
入
手
す
る
に
は
、
高
額
な
懇
志
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
講
結
成
に
は
献
上
金
の
個
人
的
負
担
の
軽
減
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
早
期
に
結
成
さ
れ
た
各
講
は
、
比
較
的
、
薩
摩
半
島
の
西
端
部
や
南
端
部
の
、
そ
れ
も
良
港
に
恵
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
良
港
の
近
辺
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
西
本
願
寺
を
参
詣
す
る
の
に
利
便
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
門
徒
の
西
本
願
寺
参
詣
に
は
船
舶
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
門
徒
の
中
に
は
海
運
業
を
生
業
と
す
る
者
が
存
在
し
、
彼
ら
船
頭
も
し
く
は
水
夫
が
世
話
役
と
な
っ
て
西
本
願
寺
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
早
期
に
結
成
さ
れ
た
講
の
多
く
が
海
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
の
も
そ
れ
故
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
秘
密
裡
に
懇
志
を
西
本
願
寺
に
持
参
し
て
講
仏
を
入
手
す
る
の
に
、
彼
ら
船
員
こ
そ
が
最
も
適
任
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
、
取
次
寺
で
あ
る
大
坂
の
浄
土
真
宗
寺
院
と
の
関
係
も
、
大
坂
に
航
行
し
た
折
り
に
、
彼
ら
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
薩
摩
門
徒
の
活
動
が
活
発
化
し
、
信
者
の
寄
合
組
織
で
あ
る
講
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
本
願
寺
と
の
交
流
も
頻
繁
に
な
る
背
景
に
は
、浄
土
真
宗
の
信
者
で
か
つ
船
頭
や
水
夫
と
い
っ
た
船
員
を
生
業
と
す
る
者
達
が
、遙
か
遠
隔
の
地
で
あ
る
大
坂
・
京
都
ま
で
頻
繁
に
、
そ
れ
も
定
期
的
に
往
来
可
能
な
状
況
形
成
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
単
純
に
薩
摩
門
徒
の
数
が
増
加
し
た
と
か
、
信
仰
が
益
々
深
化
し
て
西
本
願
寺
に
対
す
る
崇
敬
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
到
底
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
彼
ら
船
員
の
生
業
が
隆
盛
す
る
に
は
、
当
然
、
海
運
業
の
発
達
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
薩
摩
の
産
物
を
大
坂
に
運
送
し
、
あ
る
い
は
他
国
の
産
物
を
運
送
す
る
機
会
が
飛
躍
的
に
増
え
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
商
品
流
通
と
し
て
の
海
上
運
送
の
隆
盛
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
全
国
の
商
品
が
集
中
す
る
大
坂
の
中
央
的
市
場
が
成
立
す
る
と
、
浄
土
真
宗
の
信
者
で
も
あ
る
薩
摩
の
船
員
が
大
坂
へ
航
行
す
る
頻
度
が
増
し
、
大
坂
滞
在
中
に
西
本
願
寺
を
参
詣
す
る
機
会
も
容
易
に
設
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
薩
摩
久
志
の
中
村
宇
兵
衛
が
琉
球
に
浄
土
真
宗
を
伝
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
自
身
、
琉
球
か
ら
薩
摩
、
そ
し
て
薩
摩
か
ら
大
坂
と
い
う
商
品
流
通
の
海
運
業
を
営
ん
で
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
浄
土
真
宗
が
琉
球
に
伝
播
す
る
背
景
に
は
、
琉
球
が
こ
の
よ
う
な
大
坂
市
場
を
中
心
と
す
る
商
品
流
通
の
経
済
構
造
と
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。問
題
は
、
そ
の
商
品
流
通
と
い
う
経
済
的
事
情
と
薩
摩
門
徒
の
活
動
が
活
発
化
す
る
の
が
、時
期
的
に
連
動
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
は
や
筆
者
の
力
量
を
遙
か
に
越
え
る
領
域
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
（
註
）
（
１
）
拙
稿
本
願
寺
史
料
研
究
所
蔵
浄
土
真
宗
琉
球
関
係
史
料
（
神
女
大
史
学
第
二
十
六
号
二
九
年
）。
（
２
）
拙
稿
浄
土
真
宗
琉
球
伝
播
の
時
期
と
薩
摩
門
徒
（
沖
縄
文
化
一
九
号
掲
載
予
定
）。
（
３
）
伊
波
普
猷
仲
尾
次
政
隆
と
其
背
景
（
沖
縄
毎
日
新
聞
一
九
一
七
年
。
伊
波
普
猷
全
集
第
九
巻
で
は
浄
土
真
宗
沖
縄
開
教
前
史
仲
尾
次
政
隆
と
其
背
景
）。
（
４
）
千
葉
乗
隆
真
宗
の
道
場
と
道
場
主
と
く
に
薩
摩
地
方
の
講
道
場
に
つ
い
て
（
龍
谷
大
学
論
集
三
九
一
号
一
九
六
九
年
）。
（
５
）
星
野
元
貞
薩
摩
の
か
く
れ
門
徒
四
五
頁
一
九
八
八
年
。
（
６
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
御
講
仏
御
示
談
簿
部
分
。
（
７
）
前
註
（
４
）。
（
８
）
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
十
八
巻
一
九
七
二
年
。
（
９
）
星
野
元
貞
薩
摩
の
か
く
れ
門
徒
（
一
九
八
八
年
）、
桃
園
恵
真
薩
藩
真
宗
禁
制
史
の
研
究
（
一
九
八
三
年
）。
（
）
前
註
（
４
）。
（
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
所
長
赤
松
徹
真
龍
谷
大
学
教
授
を
は
じ
め
、
所
員
の
皆
様
方
に
は
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
（
）
前
註
（
１
）。
（
）
前
註
（
５
）
七
四
頁
。
（
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
諸
国
所
遣
書
状
留
元
文
六
（
一
七
四
一
）
年
六
月
一
日
付
。
な
お
、
以
降
使
用
す
る
史
料
は
特
に
註
記
し
な
い
限
り
、
い
ず
れ
も
同
所
保
管
な
の
で
註
記
を
省
略
す
る
。
（
）
前
註
（
４
）。
（
）
桃
園
恵
真
薩
藩
真
宗
禁
制
史
の
研
究
三
六
五
頁
一
九
八
三
年
。
（
）
拙
稿
浄
土
真
宗
琉
球
伝
播
に
関
す
る
様
相
（
千
葉
乗
隆
博
士
古
稀
記
念
日
本
の
社
会
と
仏
教
一
九
九
年
）。
（
）
本
願
寺
鹿
児
島
開
教
百
年
史
六
三
二
頁
一
九
八
七
年
。
（
）
前
註
（
４
）。
（
）
藤
等
影
薩
藩
と
真
宗
一
四
二
頁
一
九
一
六
年
。
（
）
前
註
（
）。
（
）
右
同
。
（
）
前
註
（
５
）
一
六
五
頁
。
（
）
御
状
書
写
廿
八
（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
一
巻
一
六
七
・
八
頁
一
九
八
八
年
）。
